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魯ろ

斎さ
い

秦
先
生
之
墓
（
義
宣
寺
墓
地
）

　

秦
魯
斎
は
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）、
秦
敬

直
の
長
男
と
し
て
勝
山
に
生
ま
れ
た
。
父
敬
直

は
福
井
藩
医
で
あ
る
沢
氏
の
末
男
に
生
ま
れ
秦

氏
に
養
子
に
入
っ
た
。
秦
氏
の
祖
先
は
豊
後（
大

分
県
）
の
大
友
氏
の
出
で
、
そ
の
後
小
笠
原
侯

に
招
か
れ
代
々
藩
医
を
勤
め
た
。

　

魯
斎
は
幼
名
を
敏
太
郎
と
い
い
、
幼
い
頃
か

ら
医
学
を
学
ん
で
い
た
。
し
か
し
父
が
早
く
に

亡
く
な
っ
た
た
め
、
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）

に
15
才
で
給
士
席
に
挙
げ
ら
れ
、
医
業
を
以
っ

て
７
代
藩
主
小
笠
原
長
貴
に
仕
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
11
年
に
５
年
間
の
暇
を
乞
い
、
京

都
・
長
崎
な
ど
で
儒
学
・
医
学
を
学
ん
だ
。

　

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
勝
山
に
戻
り
60

石
を
賜
わ
っ
た
が
、
同
７
年
再
び
京
都
に
出
て

医
の
道
を
深
め
、
同
９
年
に
は
70
石
に
加
増
さ

れ
た
。
翌
年
、
江
戸
藩
邸
で
長
貴
公
が
患
い
、

魯
斎
は
招
か
れ
て
全
力
で
治
療
に
当
た
っ
た
。

ま
た
、
長
貴
の
子
長
守
が
天
然
痘
を
患
っ
た
際

も
、
魯
斎
が
そ
の
治
療
に
当
た
り
治
癒
し
た
こ

と
も
あ
り
、そ
の
信
頼
は
絶
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

魯
斎
は
医
学
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
文
武
全
般
に
も
通
じ
て
い
た
。
時
あ

た
か
も
林
毛も
う
せ
ん川
に
よ
る
藩
政
改
革
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
。
か
ね
て
よ
り
魯
斎
は
文
武
を
奨

励
す
る
こ
と
が
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
そ
の

た
め
に
は
藩
校
の
設
立
が
必
要
と
考
え
て
い

た
。
彼
は
毛
川
と
協
力
し
長
守
に
提
言
、
彼
自

身
が
書
籍
の
み
な
ら
ず
金
数
百
両
を
献
じ
、
遂

に
天
保
12
年
読
書
堂
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

２
年
後
に
は
成
器
堂
と
改
称
さ
れ
、
魯
斎
が

学
頭
と
な
り
そ
の
経
営
に
当
た
っ
た
。
成
器
堂

は
儒
学
に
限
ら
ず
、
洋
医
学
・
蘭
学
・
兵
学
・

礼
法
な
ど
を
採
り
い
れ
、
丸
山
鳴
石
・
林
雪
蓬

な
ど
が
教
授
と
し
て
当
た
っ
た
。
魯
斎
と
毛
川

の
設
立
し
た
成
器
堂
（
後
の
成
器
小
学
校
）
か

ら
は
多
く
の
人
材
が
輩
出
し
、
近
代
勝
山
の
発

展
に
貢
献
し
た
。

　

魯
斎
は
き
れ
い
ご
と
を
好
ま
ず
親
疎
貴
賎
を

問
わ
ず
人
に
接
し
、
誰
に
お
も
ね
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
晩
年
は
魯
仙
を
称
し
俗
世
間
を
離
れ
、

自
然
を
共
に
読
書
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
。
８

男
１
女
に
恵
ま
れ
長
男
勤
有
は
大
野
郡
で
最
初

の
人
体
解
剖
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
孫

の
勉
造
は
初
代
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
長
で

あ
る
。
魯
斎
は
文
久
３
年（
１
８
６
３
）に
没
し
、

碑
は
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
建
て
ら
れ
た
。

　

勝
山
城
博
物
館
で
成
器
堂
文
庫
を
展
示
中
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「13歳からのことば事典」
～「まじ、ヤバい！」気もち
を正しく伝えるには？語彙力＆
表現力をのばす心情語600 ～

「月へ行きたい」「ラストレター」

矢野　耕平／著
メイツ出版

松岡　徹／文・絵
福音館書店

さだ　まさし／著
朝日新聞出版

１０代の豊かな発想、細やかな感情をコトバに
したらどうなる？論理的な思考やコミュニケー
ション力を高める、心情をあらわすことばの
意味や語源、そのことばを使った例文を紹介。
「きもい」「やばい」など、世間で誤用され
がちな若者特有の心情語も取り上げる。

満月の夜、男の子は月へ行く方法を考えた。人
類が旅したいちばん遠い場所、月まで38万キ
ロ。小学生が3億人つながって、ようやくたどり
つく。らせん階段をゆっくり上れば100年。ジェッ
トコースターのスピードで、3ヶ月。新幹線なら
55日！どんな乗り物なら月へ行けるのだろう？

聴取率０％台。深夜のラジオ番組の大改革
に、入社４年目の新米アナウンサーが名乗り
出る。だが、ライバル局からは意地悪され、
生放送中にはトラブルが続出…。しかし、「ラ
ストレター」という企画が目玉となり、彼の
情熱が傍観者だった局員を団結させていく・・。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年9月末 前年比

総件数 362件 ＋1件

人身事故
（うち高齢者）

34件
（5）

－3件
（－4）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

0人
（0）

傷　者 39人 0人

物損事故 328件 ＋4件

10月の納税

8月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 9月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,902人 9 －17 －8 8 －17 －9 11,885人 －17人
女 13,033人 5 －15 －10 12 －18 －6 13,017人 －16人
合　計 24,935人 14 －32 －18 20 －35 －15 24,902人 －33人
世帯数 8,082世帯 8,066世帯 －16世帯

人口の動き

市・県民税▶第3期
納期限▶10月31日㈮　口座振替▶10月27日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪17
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フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
ま

し
た
。
勝
山
市
の
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
風
景
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
予
約
は
、部
数
、お
名
前
、

ご
住
所
、
電
話
番
号
、
郵
送

の
有
無
を
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
予
約
受
付
後
、
郵
便
振

替
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
郵
便
局
で
お
支
払
い
願
い
ま

す
。
振
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

販
売
価
格
▼
１
５
０
０
円
（
税
込
）

※ 

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
別
途
送
料

３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す

予
約
締
切
▼
11
月
21
日
㈮

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
11
月
末
よ
り
発
送
、
も

し
く
は
、
受
け
渡
し
い
た
し
ま
す
。

申 
・
問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
2
階
）

 

☎
88
‐
８
１
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

88
‐
１
１
１
９

Em
ail　

kankou@
city.
katsuyam

a.lg.jp

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

オ
レ
オ
レ
詐
欺

「
特
殊
詐
欺
」
に
注
意
！

　

県
内
の
特
殊
詐
欺
に
よ
る

被
害
額
は
、
今
年
８
月
末
現

在
で
約
１
億
８
千
万
円
と
、

過
去
最
悪
で
あ
っ
た
昨
年
１
年

間
の
被
害
総
額
を
既
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

宅
配
便
な
ど
で
現
金
を
送
ら

せ
る
「
送
付
型
」
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
被
害
の
内
訳
で
は
、

使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ

ト
の
利
用
料
を
請
求
し
て
く
る

架
空
請
求
詐
欺
が
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○ 

電
話
で
、
現
金
を
送
れ
と
言

わ
れ
た
ら
一
一
〇
番

○ 

犯
人
が
使
用
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

　

・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
金
・

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
・
風
邪

を
引
い
て
声
が
変
・
必
ず
も

う
か
る
・
必
ず
勝
て
る
方
法

を
教
え
る
・
未
公
開
株
・
社

債
・
あ
な
た
だ
け
特
別
・
あ

な
た
だ
け
の
権
利
・
名
義
を

貸
し
て
・
警
察
に
捕
ま
る

○ 

電
話
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
聞

い
た
ら
、
ま
ず
警
察
・
家

族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

脳
卒
中
と
は
脳
の
血
管
が
つ

ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
し
て
栄

養
が
届
か
な
く
な
り
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
で
、
急
に
倒

れ
て
意
識
が
な
く
な
る
、
半
身

が
麻
痺
し
て
い
る
、
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
く
な
る
な
ど
の
発
作
が

起
き
ま
す
。
発
作
の
前
に
一
時

的
な
半
身
の
麻
痺
や
手
足
の
し

び
れ
、
物
が
二
重
に
見
え
る
な

ど
の
前
触
れ
が
起
き
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
５
〜
15
分

で
治
ま
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

気
づ
か
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。

　

こ
の
前
触
れ
に
気
づ
き
、
す

ぐ
に
治
療
す
る
こ
と
で
大
き
な

発
作
を
防
止
で
き
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
、
と
感
じ
た
ら

次
の
脳
梗
塞
の
典
型
的
な
症
状

を
テ
ス
ト
す
る
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」

を
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

•
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

　

笑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
片
方
の
顔

が
下
が
っ
た
り
、
ゆ
が
み
ま
す
。

•
Ａ
ｒ
ｍ

　

両
手
を
前
に
挙
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
片
腕
が
少

し
ず
つ
下
が
り
ま
す
。

•
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ

　

簡
単
な
文
章
を
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
言
葉
が
抜

け
た
り
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く

な
り
ま
す
。

•
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
ひ
と
つ
で

も
あ
れ
ば
、
時
間
が
勝
負
で
す
。

発
症
時
間
を
確
認
し
て
す
ぐ
に

救
急
車
（
１
１
９
）
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

脳
卒
中
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」
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